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を
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篇
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追
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史
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。
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阈
際
經
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論
か
評
す

奶
七
狨

1

三
六

,
_ 
.

へ.
.

.

.

.

»

.原

著

に

5

1十
年
以
來
じ
ど
あ
る
を「

四
十
年
以
來
し
^ '

な

一1.

し
或
は
又
原
眷
に
^
<國
資
本
の
菩
積
は
®
め
.て
迅
速j

S
あ
る
を
敎
授
は「
英
國
資
本
の
#

*
や
、
.今
次
の
戰

爭
に
よ
：
b

】

時
'

中
止
せ
ら
る
、
も*
:

創
痍
癒
.

ゆ
る
に
，到

ら
ば
尙
其
增
加
や
極
め
で
迅
速

」
S
改
む
る
等
、
其
他
各

,
所
に
日
本
及
び
支
那
の
事
に
言
及
し
て

I

行
或
は
ニ
行

j.  

,

を
费
や
す
を
忘
れ
ざ
レ
き
。
之
を
善
意
に
解
せ
ん
か
敎

授
は
よ
く
時
勢
の
：機
移
ビ
日
本
の.立
場
に
注
®
を
拂
ひ

„ 

た
る
も
の
に
し
て
、
又
之
を
惡
意
、に
解
ぜ
ん
か原
著
を

- 

燒
直
し
て
以
て
®
己
獨
劍
の
見
を
装
は
んJ

R
努
め
た

\ 

&
ビ
云
ふ
可
し
。
而
も
分
量
の
上
ょ
り
云
へ
ば
、
之
等0-

: 

粉
飾
ば
其
西
分
の
'一
に
^

も

當

，ら
t

其
記
述
の
喪
點

\ 

に
到
り
て
は
殆
ん
ど
何
等
の
變1|
|
{を
見
ざ
.各
な
ぅ
？
否

只
に
變
K
を
見
ざ
な
の
み
に
非
ず
、
又
何
等
の
意
義
あ

|

 

る
補
足
を
も
な
さ.
ヒ
厶
な
り
、.隨
つ
て
其
統
計
の
如
き

^

,

に
到
り
て
^
殆
ん
ど
全
部
ラ
千
九O

七
年
出
版
の
原
著
，

.の
紘
計
を
其
儘
採
佣
し
で
、
其
後

《

補
足
を
試
み
ざ
る

例 

f

o

.

叉
現
に
第
十
三
章
外
债
義
務
の
不
履
行
を
論
じ
、

R釋
^

匕1'

こ 
M
-
■
卜̂

.其
第
四
節
に
於
て
、
-»
カ

的

苹

段

を

說

く

，に

も

拘

ば

：ら 

ず
、
千
九
.西b

:

七
年
第ij

囘
鮮
牙
條
約
の
規
定
に
#
て 

:

は
：.：

1

言

の

貴

及

す

：る

所

な

き

な

力

。

而

も

.著
*
が
之
れ 

に
言
及
せ
ざ
b
し
理
尚
ば
極
め
て
明0
な
办
。in 
く

1 

九
0:
七

年

出

，版

：の

原

著

に

ほ

^
年
の
條
約
の
.記
述
.を
見 

ざ
名
が
'故

に

外

な

ら

，す
0

:
:

:

著
者
.

は
自
ら
稱
し
で.
獅
乙
®
學
以
來
數
年
間
國
際
資 

，本
の
M

に
從
事
せ
る
を̂
*

す
る
人
な
b

 O

W

も
®

 

人
は「

國
際
經
濟
論
：

J
.

の
如
何
な
る
部
分
.に
於
て
も
敎 

授
»
特
の
» :

究
$

®

む
^
ぎ
も
の
を
發
見
す
る«

は
ざ 

■-

る
を
遺
威̂

す
。

..

敎

授

或

は

云

は

ん

ぅ

余

は

其

凡

例

に

於

で

二

三

の

著 

書

を

示

し

,
本

書

の

成

る

由

來

を

明

示

し

锻

け

6」

ビ
。 

誠

に

，敎

授

の

言

の

如

^

>

(

其

自

序

に

於

て

研

究

を

沄々 

せ

し

後

を

承

け

た

る

本

®
の

凡
例
は
，

さ
す

^
に
敎
授 

の

用

意

周

到

を

示̂

ー
も
0
ぁ

グ

"
.
即

ち

其

一

節

に

日

く

。
ン 

.'V 
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國

際
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資

：
に

關

す

る

理

論

i ..

I

i

I
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I

-

雜

誌

等

に

，
徵
t'
名

：の

外

な 

.リ
■̂
‘、
，'ニ

部

め

纖

が

だ

る

著

述

ど

’し

て
^
番

^

少

な

い 

ノ

條

か

に

獅

講

に

於

：
て

は

：F
r
e
&
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r
m
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.は
止
ま
る
本
書
は
主
し
て
右
等
の
書
籍
.

を
其
骨
子
ど.

-

.し

^
、る
^ ;
の

で
^

i>
-

云

.々
。
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'
‘

本

書

は

薩

章

每

に

輿

考

響

を

捣

ぐ

る

こ

ビ

^
ム

拎
 

'
郝
*
初

に

揭

げ&
れ

和

旮

も0
ば

本

書.の
.：主

な

.
る

參 

,■'
考

書

：で
あ
：
る

。
#
他

はr

に
請
者
攻
學
の
-便
を
|{
*
&

.

:

^

も
；の
で
あ
る.
。」

ど
。

. 

；

-
_
に
著
者
が
.
；

Freiherrn 

v
o
n

 

waBiershansen' 

V
J-S 

へ
る
は
，‘A
. 

Sartci.riu§
Freiherni voii 

‘ 

w

Bit

o-rshansen 

を
楷
ず> 

V;ビ
勿
論
な
p

’
ff
i
し
：て

同

氏

の
'著
述
於
.；

r

國

. 

際
紹
«
論』

_の
{ー_
|
:
分
の
.
1
|以
上
^-
» ;
む
|る
.

^

ご

. 

を
は
，、
ff
i
に
.余
輩
の
指
摘
u
fs
る
所
.な
.り
、
.而
も
.敎
雙

,は
遂
に
何
處
にも

>-
..

^
r
t
ô.p
.3

な

る

原
普
^
:
の
氏
名 

を
語
&
ざ
■る
な

t

.
M
著
^

?)
'

姓
は
.寧

ろ

Sirtorkis

. 

v
\o
n. waitershansefl.

i
 
稱
す
る
祭
以
T:
正

な̂

.り

ビ

：
ょ

' 

す
が
如
じ
.，.
然
^
に
敎
授
が
：只
'
1
チ̂
1
-
3
.
ーく0
3;
_
1
1
:
? 

s
h
a
k
e
n

 'V。

#.
し
て
；
一.層
®
要
^
る sartorius :

.を
省
き
-

拎
ダ
は
JH
當
さ 
一一m

可
が
ざ
ず
。、
亦
其
出
版
の
年
及
び

發
行
所
^
も
示
さ)

る
’：̂

ダ
,'
'

,-
;
:ン
：:

::

'■-

:へ

斯

ぐ

：の

如

含
.は

其

原

著̂
示
^
ほ
*

だ

不

親

切

を

極 

^
•仅

る

も

：の

と
S
ふ
：可̂
.
:、.
#
に
：其

內

容

：の

六

割

八

：分 

ゼ

占
.
?る

本

書

を

他

の
#
籍

皆

十

把

，
；
»
的

：にi

じ 

同
.一
の
取¥
扱
ひ
を
な
烹
に
至
り
て
&
原
著
卷
を
侮
#
 

す
'る
.の
.甚
だ
し
き
^;
.の
も
'云
ふ
可
し
o之
をf

國
際
經
濟 

.
論J

^

1

.寧S

分
を
占
^
る
”
^
氏

の

資

本

輸

出

輸

ぐ

し

典 

，に
示
す
は
翁
恕
す
可
し
、.さ
れ
と
此
の
上
に
®
にD

e
h
n

 

の

^eitwirtscha^lche. Neubildlmgen
.

を
^
ぐ
る
に 

M
b
.て
は
斷
じ
.て
許
す
可
.き
に
非
ざ
る
な
^vo

p
a
u
i

 

D
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n

リ
の
此
の
書
時
_
九
Q
四
年
の
出
版
に
し
て
、
ザ 

K
力
..其
.著

.*
に
於
.で
.屢

々

用

:b
fe
.
所̂
な
れ
'ど
も
、
-

m
十

怨

-

(
】

〇
雪

服
i

校
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.國
際
.經
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論
か
評
ず
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三
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f-
叶

卷(
l
o
H
s
i
.

)

雜
撒
服
部
敎
授
の
國
際
，經

.濟
論
4*
評
す

第
七
號

.1

三.八

而
i
敎
授
が >

:
氏
を
飜
議
し
れ
る
以
外.に

D
e
h
h
q

氏
：
. 

の

如

何

な

る

部

分

：が
f

國
際
.經
濟
諭J:

:
'に
引
用
-せ
'
ら

れ 

居

阜

、
菩
人
は
之
が
焱
見̂

苦
じ
?>
;

^
り
。
"若
し
* 

し
て
然
り
ヒ
せ
ば
敎
授
は
何
故
に#
に

引

用

せ

.ら

れ

ざ 

る
書
籍
を
、
自
己
の
著
書
の
太.部
分
の
原
書
だ
る
ザ
氏：
' 

の
書
籍vj

同

一.

の
.取
り
扱
を
な
し
た
6
や
。
斯
く
如
き 

は
之
れ
明
炉
に
"
殊
页
多
く
の
書
籍
を

i

b

"
a:
己
. 

の
截
餅
が
喷】

書
の
麵
»
に
非
す
し
て、

之

等
多

く

の

.
 

書
を
涉
獵
硏
究
し
た
る
餘
に
成
办
れ
る
こ
ビ
を
獎
は
ん 

ビ
す
る
も
の
な

Av

斷
せ
&
る
V
も
、
之
が
辯
解
の
辭 

な
か
べ
し

。

■'
■

本
書
を
章
の
終

b
に

參

考

書

ミ

し

セ
示
せ
る
書
籍

は 

殆

ん

：ど

悉

く

原

著

潜

が

參

考

書

ど
し
て
擧
げ
た
る
も
の 

、
轉
載

な

而
し
て
ザ
.氏
及
.ホ
氏
の
著
書
亦
之
等W 

同

一
に
列
擧
せ
ら
れ
あ
る
な
り
。
敎
授
は
又
其
凡
例
に
. 

於
て
.「

是
初
に
揭
げ
ら
れ/ 5

る
も
の
，即
も
本
書
の
主
な 

る
參
考
書
で
わ
る」

の
一
句
を
添
べ
て
、
此
批
雛
に
對
す 

る
逃
•逍
を
用
意
せ
b
ど
f

，
之
れ
.又
敎
授
の
锊
任
を

解
除
す
る
も
の
に
非
ざ
る
なh
o

,何
ん
わ
な
れ
ば
參
考 

書
は
所
詮
參
考
誉
：に:1,
て
ゝ
原
著
‘

に
は
非
ず
。1

章
の 

殆
ん
.

ど
全
葡
か̂

A

0

^ -
0

i «
p

な

る

場

合

に

_
は

明

が 

に
：
其

旨

を

g

羅
す
可
く
、.
決

じ

で

馨

一

欉
0

參
考
書
. 

と
し
て
揭
ぐ.
可
ぎ
に
非
.

ざ
る
な
ぅ
。
現
に
服
部
敎
授
はh
 

本
書
籟
1
1
:
十
：@:
章
の
終
.

ゲ
に
於
で
，
其
章
に
揭
ぐ
，る
所 

が
'

報
知
新
聞
大
茈
四
年
四
月11:

十
八
：日
以
後
に
揭
歉せ

..

れ
た
を
克
那
列
國
鐵
遒
利
權
及
び
夠
國
鑛
山
猓
掘« 

な
各
交
章
を
借
用
-
:
>たW

も

の

な

明

白

"
に

其

出

所
 

を
.示

：せ

'
る.^
办
。
.敎
授
'は
.其
原
書
が
日
本'交
な
る
が
故
. 

に

其

旨

；を

明

か
.に

し

？.外

國
^
な

る

_が

故

に

之

を

不

明

」 

に

附

せ

ん

VJ

す
る
か
ダ
其
出
所
の
何
人
に
も
發
見
せ
ら 

な

、

も

の

は

之

，
を

明

か

に

し

.'
*
.
其

憂

少

な

き

も

の

は

之
 

を
.瞹
眛
.の
內
に

.葬
ら
ん
を
す
る
が
、
否
敎
授
は
單
に
興 

書
0
麵
譯
な
る
^
を
明
か
に
'せ
ぎ
が
の
み
な
ら
ず、

M
'

.に
進
ん
で
其
否
ら
ざ
る
ゼ
示
さ
：ん
ご
：せ
ぅ0 .
服
ち
敎
授 

'は

其

著

五

四

三

：頁

に

於

て

.特

に
.

「

ク
ー
ォ
ー
タ
I
ふ
'
ゥ 

の

論

ず

る..所

に

ょ

れ

ば
」
i
前

置

し

て"
ザ

氏
’の

原

著

：

1

四
I
.
‘Hハ.頁

の

上.半

を
©
述

：せり

。〔

敎

授

は

可

故

に

出

の 

文

\ *
の

纖
_
に

眼
L
原

著

激

の

名

を

示

し

た

.
_や
、
’0
 

萸

茲
-{
:

之
を
示
す
.は
其
他
の
«:
^ ;

:

の

.:
^
;氏

％
«

譯
_
#-
'

:

.

ず
る
を
示
す
の
意
纪
出
で
允
名::

?

>

の

か

ヽ

少

な

く

も
”
 

氏
を
■
ま
ざ
る
讀
灌
$

''
-
.
.
か
.
<僧

せ

ざ

る

を

得

ぎ
^

 ̂

し
。
.而
も
直
ち
に
其
後
を
承
げ
括
る
五̂
四

寧「

抑
*

.
獅
a
が
：云
々」

.
ど
論
せ
る
®
は
、バ
之
れ
支
：明
か
じ1
著 

四
ニ
六
贾
下
ょ
A
y 

g

 

”
1七
頁
.に
涉
る
：，，|句
の
_
#
た
る 

な
&
。
此
の
章
：に
€
氏
の
_
|
|中
«
も
自
由
な
る
#

,
 

を
試
.み
た
る
も
の
苁
れ
.ど

為

材

料

は
'■

ぐ
ザ
氏
に
㈤
 

で
^
る
も
の
な
^
V
o
Mも
尙
敎
授
が
^

】

>句
の
.み
に
原

著
書
の
名
を
示
さ
ん
^
せ

る

意

の

如

可

は

之

を

知

る

，， 

.苦

し
^
ざ

；
ゐ

な.
タ̂

-:
;
'ぐ
.ぺ
.：
：

；
：
'
.
.
;
“
：
：
.

:

3 »

に
.

文
敎
授
は
昨
年
コ..1 '「

戰
擎

j

外
資
な
る
：
.
.

| 

書
を
公
け
.a

せ
ら
れ
杈
り
ぶ
菩
人
の
見
ん
所
紀
以^

す 

W

は
本
書
も
亦
ザ
氏
前
揭
書
第2 :

編
第
|
.
|章
&

”
 

£

.¥
■ 

P

O

吞

嘗

l
i

d

緩
：

c

 :：

留

辟
0

_
譯
汶
» :

說
.
> 

燒
| £

し

の

み

、
，
：
只

其

第

i 
|
章
^
於

て

现

歐

洲

太

戰

^

及

び

日

本

货
-r

卷
.

(一

〇
H
.
:;/
i
.

〕 

’雜

錄

服

製
.授
の
微
際
，紙
濟
論̂
評
す

の

實

例

々

挿

入

し

、

第
一
一
一
章
に
於
て

ff
i
^:
;l
E

t
に
關
オ 

.著
者
0.
»
梵
0,
附
加
す
)̂
;
:ぁ
り
ど
雖
.も
、.
'本
書
0 .
太
如 

0

 V

氏
は
^
'り
^
る
と
ふ
は
明
々
&
:々
0
事
實
れ
< 

な
t

而
I
尙
敎
授
が
'^,
^
の
原
著

'̂

#
き

<|
言
の 

|

及
ぶ
な
き
《
其
罪
1
隱

經

濟

驗

に

優

れ
6 VJ

云
i 

可
じ
？
今M

.

に
之
を
'

『

戦
梁
ミ
’̂

^

第
^
章
第
六
笳 

に
付
て
見
ょ
。
同
節
は.ず
；氏

原

著

三

三

五

及

び

2
三
* 

|

頁
に
*■
る
.兩
句
を
轉
倒
し
で
_
述
0
た
る
も
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